
地域住民の健康増進・
QOL向上施設の開設と
ウェルビーイング産業の
拠点づくりプロジェクト

株式会社irodori



一人の女性との出会い
2020年秋、一人のパーキンソン病の女性が

60分間のQOL向上プログラムに参加することとなりました。

発症から約8年

うつ病も併発していた女性は表情が乏しく

介助者に支えられ、杖をつきながら試験施設に到着しました。

ところが、60分間のQOL向上プログラムを終えた女性は

軽やかな足取りで帰路に着くことができたのです。

これまでの常識を覆す変化に自身でも驚きながら

女性は前向きにプログラムを継続し

現在では別人のように快活な笑顔を取り戻しています。

彼女に起こった幸せな変化を

一人でも多くの人に届けたい。

そんな想いからこのプロジェクトが始まりました。
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パーキンソン病患者の女性の初回動画

被験者 ：6４歳  女性
病 名 ：パーキンソン病

うつ病
発症年齢：５４歳
処方薬 ：1日3～５回服用（６種類服用）

1回：60分
症状：手の震えが止まる

夜眠れる
うつ症状緩和
杖無し歩行ができる

※この状態を１日持続した

無断転載禁止 2023 Copyright Irodori Co. LTD.

初回来店時の状態

＜来店時の状態＞
・車から降りるときは介助が必要
・手足の震えあり
・杖を使用して歩行
・方向転換に時間が掛かる
・パーキンソン病の診断後にうつ症を発症

１時間後の状態

加圧チャンバー内
水素酸素吸入を１ｈ実施

https://youtube.com/shorts/yxWgdS3VaDQ?fea
ture=share 

https://youtube.com/shorts/jw_PHYoiaAI



プロジェクトの概要

加圧環境下での水素・酸素吸入と低酸素下でのトレーニングを

提供するQOL向上施設を開設し、パーキンソン病患者・

フレイル予備軍をはじめとした地域住民の健康を増進します。

また、鳥取をウェルビーイング産業の拠点とするため、県

内の大学及び専門医療機関と連携しプログラムの精度を高めなが

ら、県内企業と使用機器の開発を行います。
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QOL向上施設のイメージ

WELL BEING GROUP 0

美萩野にあるパイロットサロンで、

だれでも使用可能。

低酸素ルーム

酸素濃度を約16％程まで下げ
た部屋でトレーニングを実施。

加圧下での水素・酸素吸入

最大1.9気圧下で水素と酸素の
混合ガスを吸入する。

2022年7月にオープンした鳥取市美萩野のパイロットサロン<WELL BEING GROUP 0>は

県内外からの利用者、視察に訪れる医療関係者等で連日賑わっています。

プログラム例(60分)

運動(15分)

低酸素トレーニング
酸素飽和度と心拍確認
利用設備：トレッドミル/バイク

休憩・栄養補給(5分)

サプリメント補給
酵素/ミネラル/ビタミン
たんぱく質/アミノ酸他

リカバリー(40分)

水素酸素吸入
利用設備：水素酸素加圧チャバー

 水素吸入機



QOL向上施設での成果
（プレ試験：2022年12月～2023年5月実施）

実証プログラムの成果は産医学の
関係者によるシンポジウムにて発表
日本海新聞(2023年11月26日記事より)

実施プログラム概要
被験者は週に2回以上の頻度で3か月間①②を実施

月に1度の体力測定会にて効果検証を行った

① 加圧環境下(1.9気圧)での水素・酸素吸入

② 低酸素ルームでのトレーニング

測定結果
★3つの測定項目で有意差（改善）を確認

① 10ｍ歩行（通常速度・最高速度）

② 2ステップ時の歩幅測定

③ 5回立ち上がり時のタイム測定



期待される効果

①介護費用削減
●介護度が1段階軽くなると

→約万5円/月の介護費用が軽減

●100人の介護度が1段階軽くなると

→約6000万円/年の介護費用が削減

●介護度が7段階軽くなると

※今回の実証実験より換算

→約420万円/年の介護費用が削減

＠5万円/度×7段階＝35万円

＠35万円×12か月＝420万円/年

②地域への経済効果
パイロット施設においては既に約10％は県外
より通所しており、県外からの施設利用者に
よる消費が期待できる。

●県外から1組2名が3日間滞在した場合

→約7.8万円/組の消費が発生

※現在の県外利用者の平均滞在日数より換算

まだ少数ではあるものの、既にパイロット施設
には海外からの利用者が存在する。

将来的に海外からの利用者の増加も見込ん
でおり、観光面での経済効果にも期待できる。
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事業実施のフェーズ
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フェーズ１
(令和6～7年)

フェーズ２
(令和7～8年)

鳥取県内の大学及び専門
医療機関との医工連携を実
施しながら、QOL向上施設
(ヘルスケアステーション)のモ
デル構築・及び運営を実施。

施設利用者を県内外のリハ
ビリ、フレイル予防、認知症、
糖尿病、精神疾患等へ拡充
し,鳥取をウェルビーイング産

業の拠点にする。



プロジェクトチーム
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㈱irodori

企画・施設運営
産学連携の調整

よろずクリニック

被検者の健康チェック
既存施設のノウハウ提供

大学との連携

データ収集のための
プロトコル設計と検査

および解析

専門家機関

実施プログラムの構築
身体機能テスト実施の
サポート・データ解析

※鳥取県内企業との連携を進めていきます



ウェルビーイング産業の今後の展開
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FCで施設
の全国展開

施設使用機器
の製造・販売

新規雇用拡大
(施設スタッフ)

インバウンド
誘致

ヴィーガン料理
を提供する宿泊
施設の展開
(鳥取市福井)

県外・インバウンド
誘致

交通機関との連携
(高齢者疾患者の送迎)



令和6年度の事業にかかる費用と活用使途
企業版ふるさと納税を通じて集まった寄付金額の活用に関する予算は以下を予定しております。

初期設備導入費用

データ集積・検査・解析に
かかる費用（研究開発含）

事業運営にかかる費用

パーキンソン患者60名・フレイル対象者110名（計170名）を対応で
きる加圧チャンバー・水素酸素吸入機器・低酸素運動ルームの設備導
入費用を計上しています

一定の頻度で通所できる対象者の身体・脳機能等のデータを集
積・検査費用やデータ解析の研究開発費用を計上しています

事業運営にかかる施設兼オフィス賃借料、施設スタッフの雇用にかかる
人件費、イベント告知PR費用等の事務費用を計上しています

276,100千円

15,950千円

 58,090千円

350,140千円

令和６年度



株式会社irodoriは鳥取発のスタートアップです

このプログラムを提供する場を増やしていくことで、QOL向上・介護や介助
の軽減および介護費用の削減に寄与し、人びとの健康増進と地域活性化
によってウェルビーイングの実現をテーマに事業を展開します

会社概要

会社名：株式会社irodori

所在地：鳥取市美萩野１－１１８－５

設 立 ：2023年4月

資本金：1,000万円

代 表 ：代表取締役 福岡 保
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